
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
日
本

原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
日
本

被
団
協
）
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ノ
ー
ベ
ル
委
員
会

委
員
長
は
広
島
と
長
崎
の
被
爆
者
に

よ
る
草
の
根
運
動
の
日
本
被
団
協
が

核
兵
器
の
な
い
世
界
実
現
目
指
し
て
、

努
力
し
、
核
兵
器
は
二
度
と
使
わ
れ

て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
目
撃
者
の
証

言
か
ら
示
し
た
こ
と
を
授
賞
理
由
に

あ
げ
ま
し
た
。 

日
本
被
団
協
は
１
９
５
６
年
の
結

成
か
ら
、
国
連
や
国
際
会
議
に
足
を

運
ん
で
、
被
爆
体
験
を
証
言
し
続
け
、

核
廃
絶
を
世
界
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。 

今
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
で
の
イ

ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃
や
そ
れ
に
伴
う
中

東
地
域
の
不
安
定
さ
な
ど
、
核
兵
器

使
用
へ
の
懸
念
が
強
ま
る
中
で
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。 

日
本
政
府
を
批
判 

被
団
協
の
代
表
委
員
の
一
人
は
記

者
会
見
し
、
核
兵
器
が
安
全
を
も
た

ら
す
と
い
う
考
え
を
批
判
（
核
抑
止

力
論
）「
今
の
情
勢
か
ら
核
兵
器
を
失

く
す
こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は

い
け
な
い
」
と
主
張
。 

ま
た
、
別
な
代
表
委
員
も
ア
メ
リ

カ
の
核
兵
器
を
日
本
で
運
用
す
る

「
核
共
有
」
と
い
う
石
破
首
相
の
考

え
に
つ
い
て
、「
怒
り
心
頭
。
核
の
恐

ろ
し
さ
を
知
っ
て
い
る
な
ら
本
当
に

考
え
な
さ
い
と
言
い
た
い
。
」
「
核
兵

器
で
も
た
ら
さ
れ
た
無
残
な
被
害
を

全
く
理
解
し
て
い
な
い
」
と
政
府
を

批
判
し
て
い
ま
す
。 

今
こ
そ
、
被
爆
国 

日
本
が 

核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
！ 

 

国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ

れ
て
７
年
。
９
４
の
国
・
地
域
が
署
名

し
７
３
の
国
・
地
域
が
批
准
し
て
い

ま
す
。 

 

し
か
し
、
被
爆
国
の
日
本
政
府
は

「
核
兵
器
は
抑
止
力
の
た
め
に
必
要
」

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
核
兵
器
禁
止

条
約
を
批
准
す
る
ど
こ
ろ
か
、
会
議

に
参
加
す
る
こ
と
す
ら
消
極
的
な
姿

勢
で
す
。
被
爆
国
日
本
が
核
兵
器
使

用
の
危
険
性
が
高
ま
る
今
こ
そ
、
核

兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
必
要
が
あ

り
ま
す
。 
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「『はだしのゲン』の熱伝道」放映 

９月 28日 BS12で「『はだしのゲン』

の熱伝道」という番組が放映され

ました。 

『はだしのゲン』は学校図書館で

閲覧制限が一時かけられる地域が

あったり、広島市教委が平和教材

から外したりと、子どもたちにふ

さわしくない作品みたいに扱われ

ています。 

しかし、24 言語で翻訳されて世界

で読み継がれています。作者中沢

啓二の実体験をもとに被爆の実相

を伝えようとした『はだしのゲン』

の役割も貢献しているはずです。 

『はだしのゲン』を今あらためて

さまざまな世代の人に読んでもら

いたいものです。 

日本被団協 



「
小
中
一
貫
教
育
」に
前
の
め
り 

 

豊
中
市
第
二
期
教
育
振
興
計
画
中
間

見
直
し
（
素
案
）
に
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
ま
す
。[

来
年
度
か
ら
３
年
間
で] 

※
１
１
月
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
か
け
ら
れ
ま
す
。 

 

開
校
２
年
目
の
庄
内
さ
く
ら
学
園
、

開
校
準
備
を
す
す
め
る
千
成
・
庄
内

南
や
施
設
分
離
型
小
中
一
貫
校
の
開

校
を
す
す
め
る
８
中
・
東
丘
・
北
丘
か

ら
は
小
中
一
貫
推
進
に
か
ん
す
る
会

議
・
研
修
等
の
「
多
忙
」
の
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。 

 

豊
中
市
は
す
べ
て
の
学
校
で
「
小

中
一
貫
教
育
」
を
す
す
め
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。
「
小
中
一
貫
教
育
」

は
必
要
で
し
ょ
う
か
。
小
中
連
携
で

は
ダ
メ
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
「
豊
中
市
の
小
中
一
貫
教
育
と
学

校
再
編
を
考
え
る
会
」
が
９
月
２
８

日
に
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
学
習
会
内
容
を
連
載
し
ま
す
。 

 「
あ
ら
た
め
て
小
中
一
貫

教
育
の
問
題
点
に
つ
い
て
」 

大
阪
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
代
表 

 
 

 
 
 
 

山
口 

隆
さ
ん 

 

１
． 

小
中
一
貫
教
育
の
ル

ー
ツ
と
は
？ 

 

（
１
）
小
中
一
貫
教
育
の
ル
ー
ツ
は

２
０
０
５
年
の
中
教
審
答
申  

・
中
教
審
答
申  

・
以
下
、
新
版Q&A

か
ら
抜
粋 

   

中
教
審
は
、2005

年10

月26

日
「
新

し
い
時
代
の
義
務
教
育
を
創
造
す
る
」

と
い
う
答
申
を
発
表
し 

ま
し
た
。
当
時
、

マ
ス
コ
ミ
は
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

問
題
に
軸
足
を
お
い
た
報
道
を
し
て
い

ま
し
た
。 

そ
れ
も
重
大
問
題
で
し
た
が
、

教
育
の
中
身
に
つ
い
て
は
義
務
教
育
を

大
き
く
変
え
て
し
ま
お
う
と
す
る
も
の

で
し
た…

中
教
審
は
、
こ
の
答
申
で
は

じ
め
て
義
務
教
育
の
「
構
造
改
革
」
と
い

う
言
葉
を
使
い
ま
し
た
。
こ
の
答
申
が

出
さ
れ
た
の
は
、
新
自
由
主
義
に
も
と

づ
く
「
構
造
改
革
」
路
線
を
推
し
進
め
て

き
た
小
泉
内
閣
の
と
き
で
す
。…

こ
の

答
申
で
公
式
に
は
「9

年
制
の
義
務
教
育

学
校
」
＝
「
小
中
一
貫
校
」
が
初
め
て
登

場
し
ま
し
た
。
答
申
で
は
、「
９
年
制
義

務
教
育
学
校
」
の
設
置
者
の
判
断
に
よ

る
選
択
的
導
入
と
い
う
形
で
「
小
中
一

貫
校
」
が
構
想
さ
れ
、
こ
れ
以
後
、
各
地

で
具
体
化
が
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

（２
）義
務
教
育
学
校
は
い
つ
か
ら
？ 

 

①
学
校
教
育
法
に
定
め
ら
れ
た
の

は
、
２
０
１
５
年 

  

・
２
０
１
５
年
に
学
校
教
育
法
が

「
改
正
」
さ
れ
、
第
４
９
条
に
以
下
の

文
言
が
追
加
さ
れ
ま
し
た 

       

・
こ
の
「
改
正
」
学
校
教
育
法
は
、
２

０
１
６
年
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た 

 

②
義
務
教
育
学
校
は
、
小
中
一
貫
校

と
ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
？  

 

・
義
務
教
育
学
校
も
小
中
一
貫
校
の

仲
間
で
す
が
、
義
務
教
育
学
校
で
な

い
小
中
一
貫
校
の
場
合
は
、
小
学 

校
・
中
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
学
校

な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
校
長
が
お
り
、

教
頭
が
い
ま
す
が
、
義
務
教
育 

学
校

は
、
施
設
一
体
型
の
場
合
で
も
、
施
設

一
体
型
で
な
く
て
も
、
校
長
・
教
頭
は

1

人
で
す
。 

 
 

（
続
く
） 

市
全
体
と
し
て
は
、
各
中
学
校
区
を

そ
れ
ぞ
れ
小
中
一
貫
教
育
取
り
組

み
校
区
と
位
置
づ
け
て
「
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
め
ざ
す
子
ど
も

像
・
１
５
歳
の
姿
）」
を
小
中
で
共
有

し
な
が
ら
、
首
席
・
指
導
教
諭
・
生

徒
指
導
主
事
が
小
中
連
携
・
一
貫
教

育
を
推
進
す
る
担
当
と
な
っ
て
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
授

業
改
善
を
組
織
的
に
行
い
、
学
び
の

連
続
と
円
滑
な
接
続
に
よ
る
教
育

の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す 

豊
中
市
の
小
中
一
貫
教
育
と
学
校
再
編
を
考
え
る 

第
四
十
九
条
の
四 

義
務
教
育
学
校

の
修
業
年
限
は
、
九
年
と
す
る
。  

第
四
十
九
条
の
五 

義
務
教
育
学
校

の
課
程
は
、
こ
れ
を
前
期
六
年
の
前

期
課
程
及
び
後
期
三
年
の
後
期 

課

程
に
区
分
す
る
。 


